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ートラルな訳語」（宮島 1989: 78）として「集団本位」という言葉を採用した、と述べる。 
3 デュルケムは、近代西欧社会の軍隊にも集団本位的社会状態を見出し、その軍人の自殺に













る」（デュルケム 1985a: 268）。 
デュルケムの集団本位的自殺は、自殺研究において、様々な自殺資料を説明するための
類型として肯定的あるいは否定的に言及され使用されている一方（e.g., Black 1990; 
Davenport & Davenport 1987; Davis & Neal 2000; Iga 1981; Macpherson & Macpherson 






年の「Archives of Suicide Research」（ASR）第 8巻第 1号まで、自殺の学術研究誌で特



















実例であるサティーに注目する。デュルケムによれば、1821 年にインド全体で 2366 件の





合、ヒンドゥー教徒の寡婦 100万人中の自殺者数）である 231に言及し（Pope 1976: 208）
4、それを、サティーを義務的集団本位的自殺としたデュルケムに対する反証とする。 
 
「100 万人中自殺をしたインド人［ヒンドゥー教徒］の寡婦は 231 人だけであった。こ
れは、100 万人中 999,769 人の寡婦はそうしなかったことを意味する。それゆえ、サティ
ーの実践は、その当時、現実的意味で『義務的』であったはずは決してなかった。この適
例は、多分、随意的集団本位的自殺により良く含まれるだろう。少なくとも、1821 年に関




























数）は 168と算出される（Pope 1976: 208）。 
5 スタックの論法は、ポープの論法に従っている。「100万人中 231 人のヒンドゥー教徒の
寡婦のみが自殺をし、999,769人の寡婦はそうしなかった。つまり、サティーの実践に従っ
たのはほんの僅かな部分であったのであり、これは、理念と実践の区別が必要であること


































のか」（デュルケム 1985a: 290, cited in Leenaars 2004: 4-5）8。 
 
                                                   
6 スタックも同様に、集団本位的自殺が発生するのは、「個人に低い価値しか与えられてい
ない社会集団」（Stack 2004: 9）であるとする。 
7 ここから、英雄的自殺（英雄的集団本位的自殺）という独自の自殺類型も発展している（e.g., 







































ことは疑いない」（Goldney & Schioldann 2004: 25）。 
 
 集団本位的自殺の正当なルーツの二つ目は、サヴェッジよりも以前、1880 年にまで遡る







































































































































すことはできない」（デュルケム 1985a: 268）。 
12 ファースによるデュルケムの集団本位的自殺批判については、杉尾（2012）を参照され
たい。 












































































・ ・ ・ ・ ・ ・
という性質は一切の道徳的行


































我々はそれが義務であるという理由から義務を遂行するとき、特殊の歓喜［un plaisir sui 

































































































































































虚構にほかならない」（デュルケム 1985a: 156）と述べる。 
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